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 前稿では、嚢姻『史記集解』（以下『集解』と略称）中に「漢書音義日」

として引用されている注釈のうち、顔師古注『漢書』では「臣遭日」、即ち

臣贋所説として扱われているものを採り上げた。本稿では、『集解』中の

「漢書音義日」注と顔師古注『漢書』中の「孟康日」注とについて比較検討

を行う。

1．1 孟康伝

 顔師古「漢書叙例」（以下「叙例」と略称）末に列せられている漢書注釈

家23人の中では、

  孟康字公休、安李廣宗人＼i魏散騎常侍、弘農太守、領典農校尉、中海

  太守、早事中、散騎侍郎、中書令、早舞悪騒、下垂陵亭侯。

と、他の注釈家同様、官職経歴が主に記されているが、『三國志』異書 杜

恕傳の注には『魏略』①を引用して、孟康に関する以下の記載がある。②

  孟康、字は公休、安平の人。黄初年間（220～226）に、郭后③の外属と

  いう縁によって散騎侍郎にとりたてられる。当時この官には高才英俊な

  人物が充てられていたが、孟康だけは官女の縁で就いたため、軽んぜら

  れて「阿九」と呼ばれていた。しかし冗官であったため、閑暇な時を博

  く書籍を読むことにあて、やがて彼の文章は典雅で切要なものとなり、

  衆人の注目する所となった。正始年間（240～249）に、杜恕の後任とし

  て三農太守に着任。④当初はまだその器を量り知ることができなかった

  が、在任中、人材を適材適所でよく用い、繁煩な獄訟を簡略化して領民

  のために利をはかり、恩沢をもってよく治めたため、役人も領民も孟康
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  を称讃するようになった。嘉平（249～254）末、勃海太守から召されて

  中書令となり、後に中書監に転じた。廣陵亭侯に封ぜられた。

 「叙例」とでは、官職の着任順序に大きな異同が見られる。即ち、「叙例」

では、

  散騎準準〈第三品〉→弘農太守〈第五品〉→勃海太守〈第五品〉→給事

  中〈第五品〉→散騎侍郎く第五品〉→中書令〈第三品〉→中書監〈第三

  品〉               ．      〈〉内は官位⑤

という順であるのに、『魏略』では、

  散騎侍郎〈第五品〉→弘仁太守〈第五品〉→勃海太守〈第五品〉→中書

  令〈第三品〉→中書監〈第三品〉

の順になっている。通常、左遷などの特別な事情がない限り、官位は低い方

から高い方へと昇ってゆくと考えられるので、「叙例」の散騎常侍の位置は

不自然である。散騎侍郎より後か、あるいは散騎侍郎と入れ替えるのが妥当

であろう。

 次に、『魏略』には記されていない散撃発侍・給製麺という官職であるが、

他に依るべき史料がないため、推測の域を出ないが、『魏略』の「呼率太守

から召されて中書令となり…」という記述から、『これらの職に任ぜられてい

たとしても「叙例」の順序、つまり勃海太守と中書令の問にはこの二つの官

職は入らないと思われる。孟康の伝に関しては、大筋において、孟康とほぼ

同時代の魚豪が著した『軍略』の記述に従って誤りはないであろう。，

1．2 孟冬注『漢書』

 正史の図書分類目録である「言書纏籍志」「奮唐書纒籍志」「唐書藝文志」

には、次のように業間の著作について記されている。

 階書経籍志：漢疏四巻 梁有漢書孟康音九巻、劉孝標注漢書一百四十巻、

       陸澄注漢書一百二巻、三元旧注漢書一百一十五巻、並亡。

 奮中書経籍志：漢書音義九巻・孟康撰

 回書藝文志：孟康漢書音義九巻

この3志の記載から孟康には、

  漢書音義（漢書耳蝉音）九巻

と称する『漢書』注釈書があったことがわかるが、「階書誌籍志」の著わさ

れた頃にはすでに侠書となって、今に伝わらない。
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2． 0

 『集解』より約200年後の唐・貞観15年（641）に成った顔師古注『漢書』

（以下『顔注』と略称）では、諸説を引用するのに、書名は示さず、注釈者

名を冠して注解を行っている。ここでは、『集解』中で「漢書音義日」とし

て引用されている注釈のうち、『頭注』では「孟康日」として示されている

注釈、即ち、『集解』では一括して『漢書音義』の説として扱われているも

ののうち、実際は孟康の説であると考えられるものについてとり上げる。

2．1 『集解』の『漢書音義』説と『動注』の孟論説が全く一致、及び字

句の異同は見られるがほぼ一致する注釈

 〈全く一致する例〉

 ○史記本文：故因環封三縣。（項羽本紀）

    集解 漢書音義日：「緯南皮三岳階調之。」

  漢書本文：故因雪質之三縣。（項籍傳）

・   孟康日：「続南皮三丁目封之。」

    師凶日：「環音宙。」

 ○史記本文：黄金盤上、白金爲中、赤金三下。（卒準書）

    集解 漢書音義日：「白金、銀也。赤金、丹陽銅也。」

  漢書本文：（史記に同じ）（食貨志下）

    孟康日：「白金、丁丁。赤金、丹陽銅也。」

 〈ほぼ一致する例〉

 ○史記本文：豊能齊言者皆属齊。（高租本紀）

    集解 漢書音義日：「真言時民流移、故使齊言者還齊也。」

  漢書本文：諸民急難言者皆與齊。（齊戯画王薄額傳）

    孟康日：「此時流移、故旧齊言者還齊也。」

    師古日：「欲其國大、故京封之。」

 『集解』は「此言時評流移、…」、『顔注』闘犬注は「此時流移、…」となつ
                

ているが、「言」「民」字の有無は、この注釈では文意に大きな影響を与えな

い。

 O史記本文：與強吟交、（旬奴列傳）

    集解 漢書音義日：「私出町與飼奴交市。」

  漢書本文：與匂奴交易、（旬奴傳上）
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    孟全日：「私出目交易。」

 『顔注』には「與旬奴」の3文字が無いが、この例もそれぞれの本文「與

旬奴交（易）」に付された注釈であるため、「與飼奴」の有無は大意に影響を

与えない。

 上記4例で示したように、『集解』の「漢書音義日」と『平門』の「孟子

日」とが一致、及び字句の異同が見られるものの、ほぼ一致する注釈が全部

で93条ある。⑥そのうち、次の6条について今先謙（1842～1917）の『漢書

補注』では、以下の注語がつけられている（傍点は遠藤）。

 ①史記本文：軍勝人呂公準浦令、（高志本紀）

    集解 漢書音義日：「輩音善ξ父音斧。」

  漢書本文：（史記に同じ）（高帝紀上）

    孟今日：「輩音善。父音甫。」

    師三日：「地理志山陽縣也。」

  漢書補注 先導日、史記集解引漢書音義甫作斧、音義即孟三吟、…
                                        
 ②史記本文：命半日「書法」。（孝武本紀）             ●

    集解 漢書音義日：「或警策壼之法也。」

  漢書本文：其手日「書法」。（郊孝志上）

    孟全日：「肩書之法也。」

  漢書補注 先導日、封当馬、孝武紀壼罫書、集解年男注作、或云策書之
                      ●  ●  ●  ●  ■
       法上、担手所見本甲書、…

 ③史記本文：同乗字牝者債而不得聚會。（卒準書）

    集解 漢書音義日：「皆乗群馬、有牝馬間其聞則相蹉鰯、故斥不得

       出會同。」

  漢書本文：乗特牝者横而不得會聚。（食貨志上）

    孟康日：「皆年男馬、有料馬廻其間則早昼、故斥出不得會同。」

    師過日：「言託富饒、故野乗特牝、不必以其蹉鶴也。蹟i、研北、音

        大笑反。」

  漢書補注 先謙日、1雫回書特作字、廣雅華言、字、乳也、……集解引孟
                              ●  ●  ●  ●
       読、三下有相字、出在會字上、……
        
 ④史記本文：與時貸而不味醗酵。（貨殖列傳）

    集解 漢書音義日：「今時而居貨。」

  漢書本文：（史記に同じ）（貨殖傳）
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    孟康日：「逐時而居買也。」

    師古日：「此読非也。言豫居貨物随時而逐利。」

  漢書補注 先謙日、集解引旧注、試作貨、…
                        

 ⑤史記本文：二十八宿環北辰、三十輻共一穀、（太丸公自序）

    集解 駅案：漢書音義日「象黄帝以下三十世家、老子言車三十輻、

      運行無窮、以象王者如此也。」

  漢書本文：（史記に同じ）（司馬遷傳）

    孟康日：「象黄帝以下三十家也。老子言車三十輻運行無窮、以象王

       直訴此也。」

    師六日：「此読非也。言衆星共緯北辰、諸輻遠忌車穀、若文武之臣

       尊威天子也。」

  漢書補注 朱一新日、集解引孟注、三十下有世字、是、…・・
                         

 ⑥史記本文：三厩二渠由比其河。（留世家）

    集解 漢書音義日：「厩、分也。忌門、其一出貝丘西南二折者也、

      其一則潔川。」

  漢書本文：乃醗函渠以引其河、（溝油志）

    孟康日：「醜、分也。分其流、泄其怒也。二渠、其一出貝丘西南南

       三者也、其一則潔川也。河三王葬時途空、唯用潔耳。」

    歯応日：「醜音山支反。潔音官合反．」

  漢書補注 ……文選南都賦、開寳漉流、李善注、漢書音義日、漉、分也、

      所引印画康注、……
                       

 ①～⑤では、王先謙は主に『史記』と『漢書』の本文及び注釈における用

字の異同について言及している。①は「父」の音幽幽について、

  『集解』は『漢書音義』を引いて∫甫」字を「父」字に作っているが、⑦

  『漢書音義』とは即ち孟康の説である。

②は「圭旦」の用字について、

  封暉書・孝武本紀（『史記』）は、「書」字を「書」字に作り、『集解』が

  引用している玄同の注も「或云証書古法」に作っているが、これは孟康

  の見た『漢書』はもと「書」字であったのであろう⑧……

と述べ、③は、「特」の用字、「相」字の有無及び「出」字の位置について、

  平準書（『史記』）は「特」字を「字」に作っている……『集解』は孟康

  の説を引用しているが、「則」字の後に「相」字があり、「出」字が「會」
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  字の前に置かれている……

④は、「買」字について、

  『集解』は孟康の注を引用しているが、「買」字を「貨」字に作ってい

  る……

⑤は、朱一新の説⑨を援用して、

  朱一新は、『集解』は孟康注を引いて、「三十」の次に「世」字があると

  言っているが、その通りである

と述べている。⑥は『集解』ではなく、『文選』所収、張衡・南都賦の「開

寳三流」につけられた李善注を引用して、

  薄墨は「漢書音義日、漉、分也」と注釈しているが・⑩ここで引いてい

  る『漢書音義』とは即ち土煙注である

と解説している。⑪

以上いずれも、王先謙は『集解』（⑥は『文選』）で引用している『漢書音義』

の説は孟康による注釈であるとしている。

2．2 部分的に一致する注釈

 『集解』が引用している，『漢書音義』の一部分が『顔弓』孟康の説と一致

する注釈は、以下に示す通り全部で6条ある（『漢書補注』は『漢書音義』

説と算筆説に言及している場合のみ挙げた）。

、①史記本文：高租已撃布軍職覇、（高組本紀）

    集解 徐三日：「在新旧西。」

      漢書音義日：「単音檜保、邑名。頸音直儒反。」

  漢書本文：上破布目干會岳、（高帝紀下）

    孟康日：「導車保、邑名、属沽引回縣。」

    蘇林日：「遮音奮。」

    些々日：「薪縣郷名也。」

    師古日：「會音工外反。缶音丈瑞反。蘇音是也。此字本作戦、而轄

       窮者開封缶耳。……」

 ②史記本文：拝義拘弟縦爲中郎、（酷吏列傳）

    集解 漢書音義日：「絢音戸、縦乙名也。」

  漢書本文：上軽卒絢三三爲中郎、（酷吏傳）

    孟康日：「絢、縦卿名也。」
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   師古日：「殉音許干反。」

③史記本文：攻秦監公価、（曹相國世家）

   集解 漢書音義日：「監、御史監郡者；公、名。面一郡幅広、尉、

      監三名。」

 漢書本文：（史記に同じ）（曹三三）

   孟康日：「監、御史監獄者。公、名曲。」

   奮良日：「按高音名卒也。秦一郡置守尉監三人。」

   師古日：「公論、時人尊構之耳。奮読是也。」

④史記本文：夫獄市者、所以井容也、今君擾之、（曹相國世家）

   集解 漢書音義日：「夫獄市兼受善悪、若窮極、姦人無所容窟；姦

      人皇所寒月、久歩引蘭L。秦人極刑而天下畔、孝武峻法而獄繁、

      此其数也。老子日『紅葉而民自化、我好静三民自正』。参欲以
                                                                          

      道辻本、鼻薬擾其末。」

 漢書本文：（史記に同じ）（曹参傳）

   孟三日：「総立若者、兼営善悪、若窮極姦人、姦人無所容窟、久且

       爲齪。秦人極刑而天下畔、孝武峻法判官繁、此其効也。」

   師古日：「老子云『我無爲、民謡化；我好静、民雲台。』参欲以道
                                                                              

       化当直、不欲擾薦垂也。」

 漢書補注 宋祁日、漸本注文無論節日三字、先謙日、漸本是也、集解引

      並作漢書音義則皆孟読 、

⑤史記本文：藤壷引彊。（幽幽午睡世家）

   集解 漢書音義日：「能引彊弓官、如輸血彊司馬也。」

 漢書本文：材官臭強。（周山金）

   重度日：「能引強弓弩官紀。」

   孟夏日：「如今挽強司馬也。」

   師絶目：「強音其雨反。」

⑥史記本文：上暢九核、下源八挺6（司馬相如列傳）

   集解 徐斎日：「仁術。」

      駆案：漢書音義日「暢、達；核、重也。源、流也。堤音延、

      地塁際也。言其徳上達於九重皇天、下流於地之八際也。」

 漢書本文：（史記に同じ）（司馬相如傳）

   服度日：「暢、達也。核、重也。天有九重。」
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    如意日：「潅中連若士謂盧赦：『吾與汗漫期乎九々之上。』」
              孟週日：「源、流也。挺、地割八熱冷。言徳上達於九重之天、下流

        於地塁八際。」

    師古日：「挺、本音延、合韻音ざ戦反。潅南子作曲蚤也。」

 以上6条は『漢書音義』の一部分が孟康注と一致、即ち『漢書音義』注釈

に加硫注以外の要素が含まれている例である。

 ①の孟康注は「専意」という地名に関して、

  （會缶）音は檜保、邑の名、浦国薪県に属す

と注釈している。『漢書音義』も「會頸」（『漢書』では「會缶」）について、
                                                  

  會（垂込）音は檜保、邑の名、甑音は直偽反、

と注釈しているが、「頸」字の音注が重複している。これは、同一地名の用

字が『史記』と『漢書』では異なっているために生じた混乱であろう。この

圧注に関して顔師古は、

  「好運」の「缶」字はもともと「奮」であったのが、伝写の誤りから

  「缶」となったもので、その音は（孟康注の「保」ではなく）三三反で

  ある。

と述べている。よって『漢書音義』注釈のうち、「（會）音檜保、邑名。」が

孟康注で、「垂瓦音直イ爲反」⑫は明らかに他者の注ということになる。

 ②は、孟康注は義注のみであるが、『漢書音義』では「殉音照」という音

注が挿入されている。

 ③は、『漢書音義』注釈の前半部分、即ち、「監、御史監智者；公、名。」

が『顔注』では孟康の注、後半部分の「秦一静置守、尉、監三年。」が面出

の注と一致する。

 ④は「漢書音義』の前半部分「夫獄市兼受善悪、……此其数也」が、『顔

注』の孟野塩とほぼ一致するが、後半部分の「老子日、…不欲擾其末。」は

顔師古の注と一致する。この後半部分の一致は不自然である。『集解』より

約200年も時代が降る顔師古の注釈を』『集解』が引用することはできない。

この点について王先皇は、宋祁（998～1061）・の説を引いて、

  宋祁は、『漢書』校勘時に参照した漸本『漢書』該当注には「師古日」

  の三字はない、と言っている。これは漸本が正しいのであり、ここで

  r集解』が引用しているr漢書音義』注釈は全て孟康の説である

と述べている。果して王事謙の言う通り全てが孟康注であるのか、当否は別
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斐駆『史記集解」に引かれる『漢書音義』（三）

としても、年代から考えて後半部分は顔師古の説ではないことだけは確実で

あろう。

 ⑤は、『漢書音義』の前半部分「能引田弓官」が『評注』の服度注とほぼ

一致、後半部分「如今挽彊司馬也」が孟春注と一致する。

 ⑥は、『漢書音義』の前半部分「暢、達；核、重也。」が『顔注』の四度注

と、後半部分「源、流也。……下流意地之八音也。」が孟康注とほぼ一致す

る。

 以上、『集解』では「漢書音義日」で括ちれている注釈のうち、2．1の

93条及び部分的にではあるが2．2の6条、特に③・④・⑤・⑥は孟康以外

の注釈が混在しているが、⑬計99条が孟国立であろうと考えられる。

2．3 其他

 『旧注』では「姫若日」、即ち顔師古自説となっているが、孟旧説である

可能性を有する注釈が2条ある。

 ①史記本文：首悪報没、闇昧昭哲、（司馬相如列傳）

    集解 漢書音義日：「始爲悪者皆浬滅。闇昧、喩夷狭皆化。」

  漢書本文：首悪諺没、闇味昭晰、（司馬相如傳）

    師本日：「始爲悪者皆即浬滅、素暗昧者皆得光明也。晰音之舌反。」

  漢書補注 先謙日、集解引漢書音義日、始爲悪者皆浬滅、闇昧、喩夷狭

       皆化、文選注国作孟康、
                             

 ②史記本文：或謂且天爲質闇、珍符固不可辮；（司馬相如列傳）

    集解 漢書音義日：「言天道質昧、以符瑞見意、不可辮譲也。」

  漢書本文：或謂且天為愚闇、示珍符固不可辮、（司馬相如傳）

    師古田：「言天道質昧、音符瑞表意、不可僻譲也。」

 上記2条とも「漢書音義日」と「師古日」はほぼ一致するが、前出2．2

の④と同様に、年代的に『集解』より後の顔師古注を『集解』中で「漢書音

義日」以下に引くことは不可能である。又、2．2の④と異なり、この顔師

古注は共に単独注であるため、何らかの理由で他者の注釈中に「師古日」が

紛れこんだとも考えられない。いずれにせよ顔師古以外の注であろう。

 ①は、王先輩が「……文選注引作田康」と指摘している。それは『文選』

巻四十八 司馬相如・封輝文「三悪欝没、略昧昭晰」の李善注に、

  孟夕日、始爲悪者、皆浬滅、略昧、喩夷狭塑造之也、
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とあるのがそうであり、「孟康日」として『晶晶』の「師油日」以下とほぼ

同一注釈が示されている。

 ②は、上記『史記』本文下の司馬貞『史記索隠』⑭に、

  孟翌日：「言天道質昧、以符瑞見意、不可僻譲也。」

と注記されているが、これも「孟康日」と『顔注』の「師古日」以下は全く

の同一注釈である。①・②ともに顔師古注ではなく、孟旧注である可能性が

高い。

 孟康注に限り、それも『集解』所存の『漢書音義』注釈と『顔注』との重

複注釈のみに限っても、上述の通り3例が本来の注釈者ではなく、「師古諺」

として扱われている。他の漢書注釈者について、引きつづき検討を行いたい。

〈注〉

①魏の早早撰、侠書。

②魏四日：（杜）平準半農、寛和有恵愛。及遷、以孟康代恕爲弘農。康字公休、安卒
                                                                               

 人。黄初中、以於聖賢山外属、井受九親軍士、遽轄爲甘辛侍郎。是時、散騎皆以高

 才英儒充其先、而康回縁三二二三其間、故干時皆共輕之、號爲阿九。康既（無）才

 敏、因在冗官、博讃弾琴、後車有所弾駁、其文義雅而切要、衆人乃耳蝉意。正始中、

 出牢塾主、領野農校尉。康到官、清己奉職、嘉善而衿不能、省息獄訟、縁馬所欲、

 因而利之。……康之始拝、衆人旧知其有志量、琴唄未嘗宰牧、不保其能也；而康愚

 澤治能平爾、三民構零墨。嘉平末、從渤海太守徴入筆中書令、早耳爲監。

③文帝（曹 ）の貴嬢。

④この箇所の『単蹄』は「正始中、出爲弘農」とあるだけで弘農太守とは記されてい

 ないが、杜恕傳本文「（掛商）出爲弘農太守、数歳轄鮭鱒」の注として『i魏略』が
                む   む  くコ  くコ               
 引用され、その最初の箇所で「・…・・及遷、以孟康代恕爲弘農．」ある所から、杜恕

 が弘農太守から趙の相へと転出するため、孟康を弘農太守とした、と解せる。

⑤唐・埴科『通典』職官十八、秩品一、魏官に依る。

⑥全て一致、あるいはほぼ一致する場合でも次のように、非常に簡略かっ特殊性の認

 められない注釈はここには算入していない。

 ○史記本文：戦龍脱、（鄭商傳）

    集解 徐廣日：「在燕趙之界。⊥

       姻案：漢書音義日「地名」。

  漢書本文：（史記に同じ）（鄭商傳）

    孟正日：「地名也。」

⑦「甫」「父」は同音字であるので、どちらを用いても音注としては全く問題がない。

  甫・父：魚部盗聴合ロ 上聲 piwag

 （董二二「上古音韻表稿』中央研究院歴史語言研究所 中華民訴57年6月）
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⑧本稿で使用した中華書三三点本『史記』では「封輝書」「孝武本紀」共に「書」で

 はなく「壼」となっており、他の刊本も概ね同様であり、王先謙が底本とした『史

 記』とは異なる。

⑨朱一新『漢書管見』。

⑩『文選』巻第四張卒子・南都賦「其四則開寳漉流」 李善注：鄭玄周禮注日、資、

 孔穴也、音豆、漢書音義日、漉、分也。

⑪『集解』では「漢書音義日、厩、分也。」、「顔弓』では「孟三日、醜、分也。」、李
                                                                

 善注では「漢書音義日、漉、分也．」となっているが、この3注釈間の用字の異同
             
 は無論、それぞれの本文における用字の違いに依るものである。

⑫『集解』所引音注「直イ爲反」と顔師古音注「丈瑞反」は同音である。

 直儒反・丈瑞反：歌部合口 去聲 d‘iwa（董同訴『上古音韻表稿』）

⑬上記④の如く「師三日」の3字が本来存在しないという説の可能性を考えると、同

 様に③では「留灼日」、⑤・⑥では「孟康日」の3字も本来存在しない、つまり③

 は全て孟康注、⑤・⑥は全て服旧注であると考えられなくもないが、この点を示唆

 する史料もない。ここでは2注釈の混在例とする。

⑭『顔注』より約100年後に成書。
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